
 

 

 

 

 

 

 

令 和 4年 1月 3 1日 

京丹後市教育委員会 

 

劇作家・演出家としても活躍されている芸術文化観光専門職大学平田オリザ学長を講師にお

招きし、演劇をはじめ文化芸術が次世代を担う青少年の豊かな心の成長に果たす役割と、これ

からの地域活性化への可能性についてご講演いただきます。お誘いあわせのうえ、ご参加くだ

さい。 

 

1. 日時・場所 

令和 4年 2月 19日（土）14時 00分～15時 30分（予定） 

（受付：13時 30分～） 

アグリセンター大宮 多目的ホール （大宮町口大野） 

 

2. 講師 

平田 オリザ氏 

  劇作家・演出家。芸術文化観光専門職大学学長。劇団「青年団」主宰。 

  江原湖畔劇場・こまばアゴラ劇場芸術総監督。 

 

3. 演題 

  子どもたちの成長に、文化芸術が果たす役割について 

  ～コミュニケーション教育による人材育成と地域振興の可能性～ 

   

4. 申し込み 

先着 120名 

電話またはメールで事前申し込み。 

受付期間：1月 31日（月）～2月 10日（木） 

 

5. その他 

入場無料 

新型コロナウイルスの感染拡大状況により、中止とする場合があります。 

お問い合わせ 京丹後市教育委員会生涯学習課 

TEL:0772-69-0630 FAX：0772-68-9061 

主催：京丹後市青少年健全育成会、京丹後市区長連絡協議会 

 共催：京丹後市教育委員会、京丹後市文化協会、京丹後文化のまちづくり実行委員会 

報道資料 



～コミュニケーション教育による人材育成と地域振興の可能性～

劇作家・演出家としても活躍されている芸術文化観光専門職大学平田オリザ学長を講師に
お招きし、演劇をはじめ文化芸術が次世代を担う青少年の豊かな心の成長に果たす役割と、
これからの地域活性化への可能性についてご講演いただきます。
教育現場で導入・実践されている演劇的な手法を用い、子どもたちの潜在的コミュニケー
ション能力等を引き出すことで社会を生き抜く力を身につけ、将来、地域が抱える課題と
対峙し持続可能な地域社会を作り出す、その新時代を担う人材の育成について考えます。

講 師

劇作家・演出家。芸術文化観光専門職大学学長。劇団「青年団」主宰。
江原河畔劇場・こまばアゴラ劇場芸術総監督。
1995 年『東京ノート』で第 39回岸田國士戯曲賞、2019 年『日本文学盛衰史』で第 22
回鶴屋南北戯曲賞を受賞。2011 年フランス文化通信省より芸術文化勲章シュヴァリエ受
勲。演劇の手法を用いた多様性理解・コミュニケーション教育にも取り組み、各地の自治
体・NPOとも連携してワークショップを実施している。2019 年より豊岡市日高町に移住
し、劇団の新拠点となる江原河畔劇場を設立。豊岡市芸術文化参与、豊岡市演劇祭フェス
ティバル・ディレクターもつとめる。

主 催
共 催

京丹後市青少年健全育成会、京丹後市区長連絡協議会

京丹後市教育委員会、京丹後市文化協会、京丹後文化のまちづくり実行委員会

平田 オリザ氏

2022.2.19（土）午後2時～午後 3時 30分

子どもたちの成長に、
文化芸術が
果たす役割について

申込み

京丹後市内在住、または在勤の方

TEL：0772-69-0630 MAIL：shogaigakusyu@city.kyotango.lg.jp
受付期間：1月 31日（月）～ 2月 10日（木）

平田オリザ講演会

対　象

電話またはメールで氏名・住所・連絡先をお伝えください。

場 所

入場料

アグリセンター大宮 多目的ホール
無料

定　員 先着１２０名

（京丹後市大宮町口大野228-1）

※新型コロナウイルスの感染拡大状況により、中止となる場合があります。

（開場 午後1時30分）


